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鳴海 義男氏（57) 

【主な経歴】 

1980年に町議初当選し 4期、この間

に副議長など歴任。93年に収入役就任

し 2期。97年に前町長の辞職に伴う町

長選挙に出馬し初当選。 

行」賑両了に伴う町長選挙の投票が10月28日に行われ、 

即日開票の結果、現職の鳴海義男氏（57）が新人で前町

議の加藤磐氏（56）を接戦で破り、再選を果たしました。 

投票率は89.94％で前回を2.67ポイント上回りました。 

こ
の
度
の
町
長
選
挙
で
二
期
目
の
就
任
と
な
り
、
 

町
民
の
皆
様
に
謹
ん
で
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。
 

今
回
の
選
挙
は
、
非
常
に
厳
し
い
中
で
の
当
選
と

な
り
、
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
今
後

は
自
ら
を
律
し
な
が
ら
町
長
と
し
て
の
自
覚
を
も
つ

て
、
町
民
の
立
場
で
町
政
の
運
営
を
行
い
、
町
発
展

の
た
め
尽
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。
 

さ
て
地
方
分
権
時
代
の
今
日
、
依
然
と
し
て
続
く

不
況
に
よ
る
財
政
難
の
下
、
農
林
業
や
商
工
業
の
振

興
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
今
後
は

一
番
関
心
の
高
い

町
村
合
併
を
的
確
に
伝
え
つ
つ
、
金
木
駅
の
新
築
と

駅
前
開
発
、
金
木
川
跡
地
の
有
効
活
用
に
よ
る
奥
津

軽
の
観
光
拠
点
の
確
立
、
福
祉
対
策
、
教
育
の
充
実

な
ど
山
積
み
す
る
課
題
を
ー
つ
ー
つ
解
決
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

つ
き
ま
し
て
は
、
町
民
の
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
 

ー
就

任
の
あ
い
さ
つ
ー
 

11月13日、異議申立により町長選挙の再点検が役場 3階大会議室で行われましたので結果

をお知らせします。 

1. 選挙当日の有権者数、投票者数及び投票率等 

性

別
 

選挙当日の 
有 権 者 

投票者数 棄権者数 投票率（%) 投票総数 有効投票数 備 	考 

男
  

4,531 3,940 591 86.96 8,770 8,735 

女 5,221 4,831 390 92.53 不 受 理 無効投票数 

計 9,752 8, 771 981 89.94 1 35 

候補者別得票数 

当落
の別 

ふりがな
候補者氏名 

性別 年齢 職 業 党 派 
新現（前） 
元 

得票数 備 	考 

0 「
鳴
 
み
海
 
＼

義
 

お
男
 

男 57 農 業 無所属 現 3,914 

カ力
 
り

藤
 
軸

磐
 

男 56 農 業 無所属 新 3,904 

）
大
 

肌
橋
 

廿
中
心
 

加
勝
 

男 65 製材業 無所属 九 917 

計 8,735 

広報かなぎ（2) 



救
出
・
救
急

搬
送
訓
練
 

臓
k
』
 

ー災害想定ー 

午前9時ころ、三陸沖を震源地
としたマグニチュード8の地震が
発生し、川倉地区の高齢者生活福
祉センターから出火、発見時には
隣接の中央老人福祉センターに延
焼中。気象状況から延焼拡大が予
想されるため、消防署及び消防団

の全分団に出動命令が発せられた。 
また、施設内に逃げ送れた人が数名いるとの

情報が入り、直ちに救助隊員と救急隊員により
要救助者を救出し病院ノ＼搬送する。消火作業は
全分団のポンプ車により中継送水による消火を
行う。 放

水
・
中
継送
水
訓
練
 

練 

防
災

訓
練
は
、

金
木
町

内
で
地
震
そ

の
他
に

よ
る
災

害
が

発
生

し
た

こ
と
を

想
定
し
、

防
災
関

係
機
関

相
互

の
連
絡
体

制
の

強
化
と
、

敏
速
か

つ
的
確
な

災
害

応
急

対
策
の
確

立
と
地

域

住
民

の
防

災
意

識

e
高

揚
を

図
る
こ
と
を
目

的
と
し

て
実

施
さ
れ

ま
し

た
。

参

加
者
は

真
剣
な
表

情
で
、
 

本
番

さ
な
が
ら

な
訓
練
に

取
り
組

ん
で

い
ま
し

た
。
 

十
月
十
四
日
、

金
木

消
防

署
前
と

高
齢
者

生
活

福
祉
セ
ン

タ
ー
に

お

い
て
、

金
木
消
防

署
、

消
防

団
全
分
団
、

嘉
瀬
婦
人

防
火

ク
ラ
ブ

ら

百
二
十
人
が

参
加
し

て
総
合
防
災

訓
練
が

行
わ
れ

ま
し

た
。

こ
の
 

嘉瀬婦人防火クラブ
による消火訓練  

心肺蘇生法訓練、 

(3）広報かなぎ 



yをのるり執(J 『お泉子作りポランテイア』 
一 できたて『ごまいもっち一』を 

広報かなぎ（4) 

地域に貢献する奉仕活動 
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金木高校（校長＝村上謙蔵）ではボランテ

ィア活動を積極的に推進しており、昨年度か

らは町内の小・中・高校が連携し、郷土を愛

し地域に貢献する児童・生徒を育成するため

の共同学習の機会を設定する「小・中・高校

連携奉仕活動」を行っています。 

この一環として、お菓子を作り町内の福祉施

設に届ける「お菓子作りボランティア」 が同

校の調理室で10月13日、学校農園で収穫した

ジャガイモとサツマイモを使って生徒が試作

を重ねて出来たおやき『ごまいもっちー』（生

徒たちが考えたもの）作りが行われました。 

この日は金木高生と金木中生が混じって 8 

班にわかれ、金木高生が作り方を教えながら

料理を開始。ゆで上がったイモをすりつぶし

片栗粉や砂糖を混ぜ合わせフライパンで焼き、 

黒ゴマをまぶした『ごまいもっちー』が出来

上がりました。 

がロんしぎリ虜した 

ク

ノ
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カ
恥
瑚
鵬
声
 

車
ー
 

鉢註雄木中生23人がんばる 

出
来
上
が
っ
た
お
菓
子
と
、
班
ご
と

の
写
真
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
入
れ
た
メ

ッ
セ
ー
ジ
集
を
持
っ
た
代
表
生
徒
た

ち
が
「
あ
し
の
園
」
を
訪
問
し
、
一
人
ひ

と
り
に
手
渡
し
ま
し
た
。
 

受
け
取
っ
た
お
年
寄
り
た
ち
は
、
「
お

い
し
い
。
あ
り
が
と
う
」
と
大
変
喜
ん

で
い
ま
し
た
。
 

「あしの園」へ 

ま
切
1
1し
く
で
き
ま
し
た
“
『
 

た
い
へ
て

く
だ
十

×
 

！
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お

い
し

い
で

す

よ
。
 

て
う
ぞ

食

べ
て
下
さ

い
。
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(5）広報かなぎ 

金木町音楽発表会 

十
一
月
七
日
、
金
木
小
学
校
体

育
館
で
町
小
中
学
校
長
会
主
催
の

音
楽
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

八
回
目
と
な

る
今
年
は
、
同
発

表
会
始
ま
っ

て
以
来
始
め
て
金
木

高
生
が
津
軽
三
味
線
合
同
演
奏
に

参
加
し
、
幼
稚
園
か
ら

高
校
ま
で

参
加
し
た
記
念
と
な
る
演
奏
会
で

し
た
。
 

金
木
幼
稚
園

の
鼓
笛
演
奏
で
始

ま
っ
た
発
表
は
、
参
加
各
校
が
合

唱
や
鼓
笛
演
奏
、
津
軽
三
味
線

演

奏
、
吹
奏
楽
な
ど

日
ご
ろ
練
習
し

て
き
た
成
果
を
披
露
し
、
会
場
に

訪
れ
た
観
客
と
と
も
に
芸
術
の
秋

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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ト
受
講
者
が
パ
ソ
コ
ン
で
描

い
た
塗
り
絵
 で

い
て
を

の
し
出
ト

た
楽
に

ッ

っ
o
夢
ネ

か
た
が

ー
 

た
し
音
タ
 

・

え
ま
ッ
ン
 

覚
し
ピ
イ
J
 

ら
加
の

o
い

か
参
こ
う
た

前
回
ど
そ
り
 

r

今
け
き
や
 

‘
西
村
秀
子

さ
ん
 

〕
 

ト
大

槻
利
子
さ
ん
 

「パソコンを買う予定なの
で参加しました。ゲーム感
覚なので楽しいです。反応
がちょっと鈍いけど。でも
ボケ防止になるかも」 

一
十
歳
以
上
の
初
心
者
を
対
象
と

し
た
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
が
十
月
十
六

日
か
ら
金
木
中
学
校
コ
ン
ピ
ユ

ー
タ
 

ー
教
室
で
始
ま
り
ま
し
た
。
 

講
習
会
は
、
平
日
の
夜
間
四

日
間

の
A

コ
ー
ス
（
十
八
回
）
と
土
・
日

の

日
中
二
日
間
の
B

コ
ー
ス
（
八
回
）
を

来
年
三
月
ま
で
行
い
ま
す
。
 

内
容
は
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
か

ら
始
ま
り
、
文
章
の
作
成
、

イ
ン
タ
 

ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
、
E

メ
ー
ル
通
信

な
ど
の
操
作
を
十
二
時
間
で
学
習
し

ま
す
。
受
講
者
た
ち
は
初
回
の
基
本

操
作
が
ゲ

ー
ム
感
覚
で
進
む
た
め
、
 

楽
し
み
な
が
ら
真
剣
に
操
作
し
て
い

ま
し
た
。
 

興
味
の
あ
る
方
は
、
教
育
委
員
会

ま
で
お
申
し
込
み
下
さ

い
。
 

優しぐ  
『IT 


